
 令 和 ４年 ６月 １日 

   安 全 防 災 管 理 室

輸送の安全に関わる情報の公表について 

貨物自動車運送事業法第２４条の３の定めに基づく「運輸安全マ

ネジメントの輸送の安全に関わる情報」を、別添のとおり作成し公

表することとしたい。 

（公表の方法） 

○ 当社ホームページへの掲出 

○ 本社及び全営業所に提示資料として備え置く 
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  令  和 ４年 ６月 １日 

株 式 会 社 トーショー

輸送の安全に関わる情報 

貨物自動車運送事業法第２４条の３の定めに基づく株式会社トーショーの「輸送の

安全に関わる情報」は、次のとおりです。 

○輸送の安全に関する基本的な方針 （安全管理規程第４条）

１  社長は、輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く認識し、社内に

おいて輸送の安全の確保に主導的な役割を果たす。また、現場における安全に

関する声に真摯に耳を傾けるなど、現場の状況を十分に踏まえつつ、社員に対

し輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を徹底させる。 

２  輸送の安全に関する計画の策定、実行、チェック、改善（ Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ 

Ａｃｔ ＝ ＰＤＣＡサイクル ）を確実に実施して安全対策を不断に見直し、全社員

が一丸となって業務を遂行することにより、絶えず輸送の安全性の向上に努め

る。 

３  輸送の安全に関する情報について、積極的に公表する。 

○輸送の安全に関する目標 （令和４年度）

「セーフティ・マネジメントの推進により安全水準日本一を目指す」ことを基本目標と

して、具体的目標は次のとおりとする。 

１ 有責重大交通事故     ゼロ 

２ 第一当事者交通事故   １５件以下 

３ 労働災害           ５件以下 

４ 車両燃費              前期比向上 

５ 各種健康診断        １００％受診 

〇 輸送の安全に関する目標の達成状況 （令和３年度）

会社全体の目標達成状況 

［目標１］ 重大事故     ゼロ 

      有責重大事故はゼロで、目標を達成した。 

［目標２］ 第一当事者交通事故  １５件以下 

      目標１５件以下のところ２１件の発生で、目標を達成出来なかった。 
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［目標３］ 労働災害     ５件以下 

目標５件以下のところ１２件の発生で、目標を達成出来なかった。 

［目標４］ 車両燃費     前期比向上 

      令和２年度平均燃費４．０５ｋｍ/ から、令和３年度平均燃費４．１０km/ と社

員の意識向上と新車購入を進めた結果、前年より燃費が上昇し目標を達成し

た。 

［目標５］ 定期健康診断  １００％受診 

    全従業員規定の定期健康診断を１００％受診し、目標を達成した。 

営業所別目標達成状況 

営業所名 重 大 事 故 

ゼ ロ 

第一当事者交通事故 

１５件以下 

労 働 災 害 

５件以下 

車 両 燃 費 

前期比向上 
定期健康 

診断 

東 京 ０件で達成 目標０件、発生 1件で未達成 目標０件、発生０件で達成 
目標 7.04km/ 以上、結果

7.19km/ で達成 
１００％受診 

西東京 ０件で達成 目標１件、発生０件で達成 目標０件、発生１件で未達成
目標 3.65km/ 以上、結果

3.62km/ で未達成
１００％受診

西多摩 ０件で達成 目標０件、発生１件で未達成 目標０件、発生０件で達成 
目標 7.48km/ 以上、結果

7.71km/ で達成 
１００％受診 

多 摩 ０件で達成 目標２件以下、発生３件で未達成 
目標０件以下、発生１件で

未達成
目標 4.67km/ 以上、結果

4.65km/ で未達成
１００％受診

甲 府 ０件で達成 目標０件、発生０件で達成 目標０件、発生１件で未達成
目標 2.83km/ 以上、結果

2.97km/ で達成
１００％受診

所 沢 ０件で達成 目標１件、発生０件で達成 目標０件、発生１件で未達成
目標 3.69km/ 以上、結果

3.72km/ で達成
１００％受診

関東荷役 ０件で達成 目標０件、発生０件で達成 目標０件、発生１件で未達成
目標 11.12Km/ 以上、結果

12.35Km/ で達成 
１００％受診 

東松山 ０件で達成 目標０件以下、発生０件で達成 目標０件、発生１件で未達成
目標 3.99km/ 以上、結果

4.44km/ で達成
１００％受診

千 葉 ０件で達成 目標１件、発生３件で未達成 
目標０件以下、発生１件で

未達成
目標 2.91m/  以上、結果

3.00km/ で達成
１００％受診

名古屋 ０件で達成 目標２以下、発生３件で未達成 目標１件、発生１件で達成
目標 4.85km/ 以上、結果

4.97km/ で達成
１００％受診

四日市 ０件で達成 目標０件以下、発生０件で達成 目標０件、発生０件で達成
目標 5.68km/ 以上、結果

5.64km/ で未達成 
１００％受診

豊 橋 ０件で達成 目標０件、発生０件で達成 目標０件、発生０件で達成
目標 3.16km/ 以上、結果

3.13km/ で未達成 
１００％受診

滋 賀 ０件で達成 目標０件、発生１件で未達成 目標０件、発生０件で達成
目標 7.11km/ 以上、結果

7.22km/ で達成
１００％受診 

東大阪 ０件で達成 目標０件、発生２件で未達成 目標０件、発生０件で達成
目標 6.13km/ 以上、結果

6.15km/ で達成
１００％受診 

大 阪 ０件で達成 目標２件以下、発生３件で未達成 目標０件、発生０件で達成
目標 4.01km/ 以上、結果

4.10km/ で達成
１００％受診

京 都 ０件で達成 目標２件以下、発生１件で達成 目標０件、発生２件で未達成
目標 4.02km/ 以上、結果

4.06km/ で達成
１００％受診

加古川 ０件で達成 目標０件、発生１件で未達成 目標０件、発生１件で未達成
目標 6.14km/ 以上、結果

6.42km/ で達成
１００％受診

今 治 ０件で達成 目標１件、発生０件で達成 目標０件、発生０件で達成
目標 3.72km/ 以上、結果

3.58km/ で未達成
１００％受診

熊 本 ０件で達成 目標０件、発生０件で達成 目標０件、発生１件で未達成
目標 6.36ｋｍ/ 以上、結果

6.64 ㎞/ で達成 
１００％受診 

高 知 ０件で達成 目標０件、発生０件で達成 目標０件、発生０件で達成
目標 3.48ｋｍ/ 以上、結果

3.34 ㎞/ で未達成 
１００％受診 

〇自動車事故報告規則第２条に規定する事故の発生

令和３年度中発生     ０件 
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○輸送の安全に関する組織体制・指揮命令系統及び事故、災害等に関

する報告連絡体制 

別図「安全管理規程」のとおり。 

○輸送の安全に関する重点施策 （安全管理規程第５条）

  輸送の安全に関する基本的な方針に基づき、次の重点施策を実施する。 

１  輸送の安全確保が最も重要であるという意識を徹底し、関係法令及び安全管

理規程に定められた事項を遵守する。 

２  輸送安全に関する費用支出及び投資を積極的かつ効率的に行うように努め

る。 

３  輸送の安全に関する内部監査を行い、必要な是正措置または予防措置を講じ

る。 

４  輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要な情報を

伝達共有する。 

５  輸送の安全に関する教育及び研修に関する具体的な計画を策定し、これを的

確に実施する。 

○ 輸送の安全に関する計画

輸送の安全に関する目標を達成するため、次のことを行う。 

[ 通年施策 ] 

１  「初任運転者・事故惹起者」教育の反復実施 

２  「グループミーティング」の実施 

３  「ヒヤリ・ハット活動」と「危険予知トレーニング」の実施 

４  「事故防止のための運転心得１０か条」の実施 

  ５  「トワイライト・オン」運動の実施 

６  「セーフティ・エコドライブの５か条」の実践 

７  「マイチェック」表による労働災害の防止 

８  「５Ｓ活動」の実施 

９  「計画的な各種健康診断」の実施 

[ 特定施策 ] 

１  春の全国交通安全運動            4/6～4/15 

２  夏期労働災害防止強調運動           7/1～7/31 

３  セーフティドライバー・コンテスト       ７/1～１２/31 

４  秋の全国交通安全運動              9/21～9/30 

５  全国労働衛生週間                  10/1～10/7 

６  ディーゼルクリーン・キャンペーン        10/1～10/31 
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７ 年末・年始労働災害防止強調運動       12/1～1/31 

８  年末・年始の輸送等に関する安全総点検  12/10～1/10 

○輸送の安全に関する予算等の実績額 

令和３年度実績総額                             ５６，２８７，９４４円 

（内訳） ・ デジタルタコグラフ                     ２０，６６１，０９４円 

        ・ アルコールチェッカー                        ６２０，７３０円 

・ 安全に関する運転者指導研修等                ８５３，０００円 

・ 無事故表彰その他                       ６，７２０，０００円 

・ バックアイカメラ                      ２７，４３３，１２０円 

○安全管理規程 （末尾添付）

  本社及び全営業所備え置き（閲覧可能） 

    （平成１８年１２月２０日 関東運輸局長宛設定届出済） 

○安全統括管理者 

代表取締役社長  岩田康太郎 

    （平成２４年 ５月 １日選任 関東運輸局長宛選任届出済） 

○輸送の安全に関する教育及び研修の計画 

次に掲げる教育・研修項目について、各営業所の月別実施計画に基づき教育・

研修を行う。 

１  安全性の向上を図るための装置を備える事業用自動車の適切な運転方法 

２  貨物の正しい積載方法と過積載の危険性 

   （乗車中の旅客の安全を確保するために留意すべき事項） 

   （旅客が乗降するときの安全を確保するために留意すべき事項） 

３  事業用自動車を運転する場合の心構え 

４  事業用自動車の構造上の特性 

５  適切な運行の経路とその道路交通の状況 

   （主として運行する路線若しくは経路又は営業区域における道路及び交通の

状況） 

６  危険予測及び回避並びに緊急時における対応方法 

７  交通事故に関わる運転者の生理的及び心理的要因並びにこれらへの対処法 

８  健康管理の重要性 

９  運転者の運転適性に応じた安全運転 

１０  トラック運行の安全を確保するために遵守すべき基本的事項 
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 １１  春の全国交通安全運動 

 １２  ５S 活動・車内外整理整頓 

１３  エコドライブの推進 

１４  夏期労働災害防止強調運動 

１５  腰痛防止運動 

１６  秋の全国交通安全運動 

１７  「トワイライト・オン」運動 

１８  「止まる・見る・待つ」運動 

１９  年末年始労働災害防止運動 

２０  事故防止運動 

２１  SP 構内作業手順・フォークリフト作業手順 

２２  工場構内作業手順・搬入作業手順 

○輸送安全に関する内部監査の結果及びそれを踏まえた措置内容 

１ 内部監査の実施 

    今期は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、リモート指導として監査

は実施しなかった。 

２ 指導結果 

［項目１］ 事故発生状況 

第一当事者交通事故は減少したものの、構内車両及び破損等事故は大幅に増加

した。 

［項目２］ 車両燃費実績 

       １台当たりの平均燃費は４.１０km/ であり、前期燃費４.０５km/ に対し向上して 

いる。営業所別では、１５営業所で向上し、６営業所で低下していた。 

 ［項目３］ 帳票類の記入状況 

      点呼記録簿の報告事項の記載内容が不十分、運転日報の記載漏れ、３カ月点検

記録の編綴漏れ、日常点検記録表の整理、管理等が不十分な営業所が見受けら

れた。 

［項目４］ 健康診断の受診状況 

採用時健康診断、年１回の定期健康診断、年２回の深夜業務従事者の健康診断

は計画的に実施されている。 
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［項目５］ 輸送の安全に関する情報の公表

安全マネジメントの目標・計画は、全営業所に掲示指示するとともに、運行

管理者、整備管理者等は、適正に選任掲示されてある。 

［その他］ 

乗務員教育について、全ての営業所で安全マネジメントに基づく教育を

実施している他、積極的に営業所独自の教育項目を設定し、危険予知訓練

シートを活用した教育を実施する等、事故防止に向けた教養効果の向上を

図る営業所がある反面、輸送量の増加と共に人員不足に因る管理者が多忙

の中、初任運転者等に対する安全運転指導の取り組みが不十分な営業所も

見受けられた。

事故惹起者に対する再発防止の効果的な教育を実施するとともに、新型

コロナウィルス感染症対策を徹底しながら事故対策会議を開催し、管理者

が一方的に指導するだけではなく、運転者に考えさせ、発言させる機会を

与えたグループ制によるミーティング形式にして、運転者個々の安全意識

の向上を図り、各営業所での安全教育等を積極的・継続的に実施する必要

がある。

３ 指導結果を踏まえた措置内容 

帳票類の不備については、それぞれ是正し、事故防止のための安全教育につ

いては、運転者適性診断や過去の事故事例及びヒヤリ・ハット、危険予測訓練等

を活用しながら機会をとらえて行うこととした。 



安 全 管 理 規 程

株 式 会 社 ト ー シ ョ ー
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目次

第１章 総則

第２章 輸送の安全を確保するための事業の運営の方針等

第３章 輸送の安全を確保するための事業の実施及び管理の体制

第４章 輸送の安全を確保するための事業の実施及び管理の方法

第１章 総則 

 ［目的］

第１条  この規程（以下「本規程」という。）は、貨物自動車運送事業法（平成元年１２月

１９日法律第８３号）第１５条、第１６条及び第２４条の３の規定に基づき、輸送の安全

を確保するために遵守すべき事項を定め、もって輸送の安全性の向上を図ることを目的と

する。

［準拠］

第２条  輸送の安全を確保するためには、既定の交通労働災害防止規程、運行管理規程、

整備管理規程及び安全運転対策要綱の定めによるほか、この規程の定めるところによる。

［適用範囲］

第３条 本規程は、当社の一般貨物自動車運送事業に係る業務活動に適用する。

第２章 輸送の安全を確保するための事業の運営の方針等 

 ［輸送の安全に関する基本的な方針］

第４条 社長は、輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く認識し、社内にお

 いて輸送の安全の確保に主導的な役割を果たす。また、現場における安全に関する声に真

摯に耳を傾けるなど、現場の状況を十分に踏まえつつ、社員に対し輸送の安全の確保が最

も重要であるという意識を徹底させる。

２ 輸送の安全に関する計画の策定、実行、チェック、改善（ＰＩａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ

 Ａｃｔ＝ＰＤＣＡのサイクル）を確実に実施して安全対策を不断に見直し、全社員が一丸

となって業務を遂行することにより、絶えず輸送の安全性の向上に努める。

３ 輸送の安全に関する情報について、積極的に公表する。

［輸送の安全に関する重点施策］

第５条 前条に基づき、次に掲げる事項を実施する。
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(1) 輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を徹底し、関係法令及び本規程に定め
られた事項を遵守すること。

(2) 輸送の安全に関する費用支出及び投資を積極的かつ効率的に行うように努めること。
(3) 輸送の安全に関する内部監査を行い、必要な是正措置又は予防措置を講じること。
(4) 輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要な情報を伝達、共有
すること。

(5) 輸送の安全に関する教育及び研修に関する具体的な計画を策定し、これを的確に実施
すること。

２ 下請事業者に対しては、輸送の安全の確保を阻害する行為を行わないとともに、輸送の

安全の向上に協力するよう努める。

 ［輸送の安全に関する目標］

第６条 第４条に掲げる方針に基づき、目標を策定する。

 ［輸送の安全に関する計画］

第７条 前条に掲げる目標を達成し、輸送の安全に関する重点施策に応じて、輸送の安全を

確保するために必要な計画を作成する。

第３章 輸送の安全を確保するための事業の実施及びその管理の体制  

 ［社長等の責務］

第８条 社長は、輸送の安全の確保に関する最終的な責任を有する。

２ 取締役会は、輸送の安全の確保に関し、予算の確保、体制の構築等必要な措置を講じる。

３ 取締役会は、輸送の安全の確保に関し、安全統括管理者の意見を尊重する。

４ 取締役会は、ＰＤＣＡのサイクルにより継続的に輸送の安全性の向上を図ること等、輸

送の安全を確保するための業務の実施及び管理の状況が適切かどうか常に確認し、必要な

改善を行う。

 ［社内組織］

第９条 次に掲げる者を選任し、輸送の安全の確保について責任ある体制を構築し、輸送の

安全を確保するための企業統治を的確に行う。

(1) 安全統括管理者

(2) 運行管理者

(3) 整備管理者

(4) その他必要な責任者
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２ 支店長は、安全統括管理者の命を受け、輸送の安全の確保に関し、営業所長を統括し、

指導監督を行う。

３ 営業所長は、支店長の命を受け、輸送の安全の確保に関し、運転者等社員の指導監督を

行う。

４ 運転者等社員は、常に安全の向上に資する技能等の向上に努め、安全な運行等輸送の安

全の確保を行う。

５ 輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統については、安全統括管理者が病気等を

理由に本社に不在である場合や重大な事故、災害等に対応する場合を含め、別図に定める

ところによる。

 ［安全統括管理者の選任及び解任］

第 10条 取締役のうち、貨物自動車運送事業輸送安全規則（平成２年７月 30日運輸省令第
22号）第２条の６に規定する要件を満たす者の中から安全統括管理者を選任する。
２ 安全統括管理者が次の各号のいずれかに該当することとなったときは、当該管理者を解

任する。

(1) 国土交通大臣の解任命令が出されたとき。

(2) 身体の故障その他の止むを得ない事由により職務を引き続き行うことが困難になった

とき。

(3) 関係法令等の違反又は輸送の安全の確保の状況に関する確認を怠る等により、安全統

括管理者がその職務を引き続き行うことが輸送の安全の確保に支障を及ぼすおそれがあ

ると認められるとき。

 ［安全統括管理者の責務］

第 11条 安全統括管理者は、次に掲げる責務を有する。
(1) 社員に対し、関係法令等の遵守と輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を徹
底すること。

(2) 輸送の安全の確保に関し、その実施及び管理の体制を確立、維持すること。
(3) 輸送の安全に関する方針、重点施策、目標及び計画を誠実に実施すること。
(4) 輸送の安全に関する報告連絡体制を構築し、社員に対し周知を図ること。
(5) 輸送の安全の確保の状況について、定期的に、かつ必要に応じて、随時、内部監査を
行い取締役会に報告すること。

(6) 取締役会等に対し、輸送の安全の確保に関し、必要な改善に関する意見を述べる等、
事故防止その他の安全対策について必要な改善措置を講じること。

(7) 運行管理が適正に行われるよう、運行管理者を統括管理すること。
(8) 整備管理が適正に行われるよう、整備管理者を統括管理すること。
(9) 輸送の安全を確保するため、社員に対して必要な教育又は研修を行うこと。
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(10) その他の輸送の安全の確保に関する統括管理を行うこと。

  第４章 輸送の安全を確保するための事業の実施及びその管理の方法

 ［輸送の安全に関する重点施策の実施］

第 12条 輸送の安全に関する基本的な方針に基づき、輸送の安全に関する目標を達成すべ
く、輸送の安全に関する計画に従い、輸送の安全に関する重点施策を着実に実施する。

 ［輸送の安全に関する情報の共有及び伝達］

第 13条 社長等経営トップと現場や運行管理者と運転者等との双方向の意思疎通を十分に
行うことにより、輸送の安全に関する情報が適時適切に社内において伝達され、共有され

るように努める。

２ 安全性を損なうような事態を発見した場合には、看過したり、隠蔽したりせず、直ちに

関係者に伝え、適切な対処策を講じる。

 ［事故、災害等に関する報告連絡体制］

第 14条 事故、災害等が発生した場合における当該事故、災害等に関する報告連絡体制は、
別図に定めるところによる。

２ 事故、災害等に関する報告が、安全統括管理者、社長等経営トップ又は社内の必要な部

署等に速やかに伝達されるように努める。

３ 安全統括管理者は、社内において報告連絡体制の周知を図るとともに、第一項の報告連

絡体制が十分に機能し、事故、災害等が発生した後の対応が円滑に進むよう必要な指示等

 を行う。

４ 自動車事故報告規則（昭和 26年 12月 20日運輸省令第 104号）に定める事故、災害等
があった場合は、報告規則の規定に基づき、国土交通大臣へ必要な報告又は届出を行う。

 ［輸送の安全に関する教育及び研修］

第 15 条 第６条の輸送の安全に関する目標を達成するため、必要となる人材育成のための
教育及び研修に関する具体的な計画を策定し、着実に実施する。

 ［輸送の安全に関する内部監査］

第 16 条 安全統括管理者は、自ら又は自らが指名する者を実施責任者として、安全マネジ
メントの実施状況等を点検するため、１年に１回以上、適切な時期を定めて輸送の安全に

関する内部監査を実施する。

  また、重大な事故、災害等が発生した場合、又は同種の事故、災害等が繰り返し発生し

た場合、その他特に必要と認められる場合には、緊急に輸送の安全に関する内部監査を実
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施する。

２ 安全統括管理者は、前項の内部監査が終了した場合は、その結果を速やかに取締役会に

報告するとともに、輸送の安全の確保のために必要な方策を検討し、必要に応じ、当面必

要となる緊急の是正措置又は予防措置を講じる。

 ［輸送の安全に関する業務の改善］

第 17 条 安全統括管理者から、事故、災害等に関する報告又は前条の内部監査の結果や改
善すべき事項の報告があった場合、若しくは輸送の安全の確保のために必要と認める場合

には、輸送の安全の確保のために必要な改善に関する方策を検討し、是正措置又は予防措

置を講じる。

２ 悪質な法令違反等により重大事故を起こした場合は、安全対策全般又は必要な事項にお

いて、現在よりも更に高度の安全の確保のための措置を講じる。

 ［情報の公表］

第 18条 毎事業年度終了後 100日以内に、次に掲げる安全に関する情報を、本社及び各営
業所に備え付け閲覧可能とするほか、当社のホームページに掲載し、外部に公表する。

(1) 輸送の安全に関する基本的な方針
(2) 輸送の安全に関する目標及び当該目標の達成状況
(3) 自動車事故報告規則第２条に規定する事故に関する統計（総件数及び類型別の事故件
 数）

(4) 輸送の安全に関する組織体制及び指揮命令系統
(5) 輸送の安全に関する重点施策
(6) 輸送の安全に関する計画
(7) 輸送の安全に関する予算等の実績額
(8) 事故、災害等に関する報告連絡体制
(9) 安全管理規程
(10) 安全統括管理者
(11) 輸送の安全に関する教育及び研修の計画
(12) 輸送の安全に関する内部監査結果及びそれを踏まえた措置内容
２ 輸送の安全に係る行政処分を受けた場合には、当該処分の内容並びに当該処分に基づき

講じた措置及び講じようとする措置の内容を、速やかに外部に対し公表する。

［輸送の安全に関する記録の保存］

第 19 条 輸送の安全に関する諸会議の議事録、報告連絡体制、事故、災害等の報告、安全
統括管理者の指示、内部監査の結果、取締役会に報告した是正措置又は予防措置等を記録

し、本社においては安全対策室、各営業所においては所長の責任において簿冊に集約し、
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これを適切に保存する。

 ［規程の見直し］

第 20条 本規程は、業務の実態等必要に応じ、適時適切に見直しを行う。

付則

［実施期日］

  本規程は、平成１９年４月１日から実施する。

  改正、運輸安全管理組織体制図、２０１９年４月１日から実施する。

  改正、運輸安全管理組織体制図、２０２０年４月１日から実施する。

  改正、運輸安全管理組織体制図、２０２１年４月１日から実施する。



別図
　　　　   ２０２2年４月１日改正

運輸安全管理組織体制図

　　　　　　　　　　（指揮命令系統・報告連絡体制）
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